
議第 12号議案  

  

   横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例の一部改正     

  

 横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例の一部を改正する条例

を次のように定める。  

  

   令和４年２月 18日提出  

  

政策・総務・財政委員会    

委員長  草  間    剛    

６ 



横 浜 市 条 例 （番 号 ）  

   横 浜 市災 害 時 に お け る 自 助及 び 共助 の 推 進 に 関す る 条 例の 一 部 を 改正    

   す る 条例  

 横 浜 市 災 害 時 に お け る 自 助 及 び共 助 の推 進 に 関 す る条 例 （ 平成 25 年 ６ 月横 浜 市

条 例 第 30 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に改 正 する 。  

 第 ２ 条 第 １号 中 「 洪 水 」 の 次 に「 、 崖崩 れ 、 土 石 流」 を 、 「噴 火 」 の 次に 「 、

地 滑 り 」 を 加え 、 同 条 第 ４ 号 中 「防 災 に関 す る 活 動 を行 う 」 を削 り 、 「 町内 会 等

」 を 「 町 内 会、 マ ン シ ョ ン の 管 理組 合 等」 に 改 め 、 同条 第 ５ 号中 「 災 害 時」 を 「

震 災 時 」 に 、「 避 難 場 所 と し て 」を 「 避難 所 （ 避 難 のた め の 立退 き を 行 った 居 住

者 、 滞 在 者 そ の 他 の 者 を 避 難 の ため に 必要 な 間 滞 在 させ 、 又 は自 ら 居 住 の場 所 を

確 保 す る こ と が 困 難 な 被 災 し た 市民 そ の他 の 被 災 者 を一 時 的 に滞 在 さ せ るた め の

施 設 を い う 。） と し て」 に 改 め 、「 、 避難 場 所 」 を 削り 、 「 受伝 達 」 の 次に 「 、

救 援 物 資 の 配布 等 」 を 加 え 、 「 整備 す る」 を 「 整 備 され た 」 に改 め る 。  

 第 ７ 条 を 次の よ う に 改 め る 。  

 （ 災 害 が 発 生 す る お そ れ が あ る危 険 な箇 所 の 確 認 等）  

第 ７ 条  市 民 は 、 自 ら 居 住 す る 地域 に お い て 、 日 頃 から 、 市 、県 又 は 関 係機 関 が

提 供 す る 防 災 に 関 す る 情 報 を 活用 し 、災 害 が 発 生 する お そ れが あ る 危 険な 箇 所

、 災 害 時 に お け る 避 難 場 所 、 避難 経 路又 は 避 難 方 法等 を 確 認す る よ う 努め な け

れ ば な ら な い 。  

２  市 民 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 そ の他 の 自ら の 安 全 を 確保 す る ため に 必 要 な事 項 を

行 う よ う 努め な け れ ば な ら な い。 

 (1) 家 具 、 家 電 製 品 そ の 他 の 物品 等 につ い て 、 地 震に 伴 い 容易 に 転 倒 、落 下 等

を し な い よ う な 適 切 な 対 策 （ 窓 ガ ラス等 の 飛 散 を 防止 す る ため の 対 策 を含 む

。）  

 (2) 暴 風 、 豪 雨 、 洪 水 、 崖 崩 れ、 高 潮等 に よ り 生 ずる 被 害 に備 え 、 気 象に 関 す

る 情 報 、 避 難 の た め の 措 置 の 発 令 等に応 じ て 行 動 する た め の計 画 の 作 成 

 第 ９ 条 第 ３ 項 を 削 る 。 

 第 10 条 中 「 よ う 努 め る 」 を 削 り、 「 避難 勧 告 」 を 「避 難 指 示」 に 改 め る。 

第 11 条 第 ２ 項 中 「 に 努 め な け れ ば 」 を 「そ の 他 の 災 害対 策 の 推進 を 図 ら な け れ

ば 」 に 改 め 、同 条 第 ３ 項 中 「 事 業者 は 」の 次 に 「 、 事業 活 動 を行 う 地 域 にお い て



、 日 頃 か ら 、市 、 県 又 は 関 係 機 関が 提 供す る 防 災 に 関す る 情 報を 活 用 し 、災 害 が

発 生 す る お それ が あ る 危 険 な 箇 所」 を 加え 、 「 周 知 する よ う 努め な け れ ば」 を 「

周 知 し な け れば 」 に 改 め る 。 

第 12 条 中 「 再 開で き る よ う 」 の 次に 「 事業 活 動 を 継 続す る た めの 計 画 の 策定 そ

の 他 の 」 を 加 え る 。 

第 15 条 第 ２ 項 中 「 確 保 す る た め 」 の 次 に「 、 感 染 症 等の 対 策 を行 う ほ か 、一 人

一 人 の 人 権 を 尊 重 し 」 を 加 え る 。 

   附  則 

 こ の 条 例 は、 公 布 の 日 か ら 施 行す る 。 

 

   提  案  理  由 

 市 民 及 び 事業 者 が 行 う 災 害 対 策の 充 実を 図 る と と もに 、 災 害対 策 基 本 法の 一 部

改 正 に 伴 い 関係 規 定 の 整 備 を 図 る等 の ため 、 横 浜 市 災害 時 に おけ る 自 助 及び 共 助

の 推 進 に 関 する 条 例 の 一 部 を 改 正し た いの で 提 案 す る。 



参  考  

横 浜 市 災 害 時 に お け る 自 助 及 び共 助 の 推進 に 関 す る 条例 （ 抜 粋） 

                          上 段  改 正 案  
                       （ 下 段  現  行 ）  
 （ 定 義 ） 

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の各 号 に掲 げ る 用 語 の意 義 は 、そ れ ぞ れ 当該 各 号 

 に 定 め る とこ ろ に よ る 。 

                    、 崖 崩 れ、 土 石 流    
 (1) 災 害  暴 風 、 竜 巻 、 豪 雨 、豪 雪 、洪 水         、 高 潮 、 地震 、 津 
 

      、 地 滑 り   
  波 、 噴 火     そ の 他 の 異常 な 自然 現 象 及 び これ に 伴 い発 生 す る 異常 な 現 
 

  象 に よ り 生 ず る 被 害 を い う 。 

   （ 第 ２号 及 び 第 ３ 号 省 略 ） 

 (4) 町 の 防 災 組 織  災 害 対 策 基本 法 （昭 和 36 年 法 律第 223 号） 第 ２ 条 の２ 第 ２ 

                                     
  号 に 規 定す る 自 主 防 災 組 織 （以 下 「自 主 防 災 組 織」 と い う 。） の う ち 
                                 防 災 に 

              町 内 会 、マ ン シ ョ ン の管 理 組 合等 
          自 治 会 、                を い う 。 
  関 す る 活動 を 行 う     町内 会 等 

                                 震 災 時 
 (5) 地 域 防 災 拠 点  あ ら か じ め市 長 が指 定 す る 小 学校 、 中 学校 そ の 他 の 
                                 災 害 時 

      避 難 所 （ 避 難 の た めの 立 退き を 行 っ た 居住 者 、 滞在 者 そ の 他の 者 を 
  に お け る 
      避 難 場 所 と し て 

  避 難 の ため に 必 要 な 間 滞 在 させ 、 又は 自 ら 居 住 の場 所 を 確保 す る こ とが 困 難 
 

  な 被 災 し た 市 民 そ の 他 の 被 災者 を 一時 的 に 滞 在 させ る た めの 施 設 を いう 。）  
 

  と し て                             、 救 援 
     の機 能 を 有 す る と 認 めら れ る施 設 で      、 情報 の 受 伝 達 
                     、 避 難場 所 

  物 資 の 配布 等 
        を 行 う た め の 拠点 及 び防 災 用 の 資 材、 機 材 等の 備 蓄 場 所と し て 
 

  整 備 さ れ た 
       も の を い う 。 
  整 備 す る 

 （ 災 害 が 発生 す る お そ れ が あ る危 険 な箇 所 の 確 認 等） 
 （ 地 震 へ の備 え ） 

    市 民 は 、 自 ら 居 住 す る 地域 に おい て 、 日 頃 から 、 市 、県 又 は 関 係機 関 が 
第 ７ 条   
    市 民及 び 事 業 者 は 、 家 具、 家 電製 品 、 事 業 用機 器 及 び設 備 そ の 他の 物 品 

 提 供 す る 防災 に 関 す る 情 報 を 活用 し 、災 害 が 発 生 する お そ れが あ る 危 険な 箇 所 
 、 設 備 等 につ い て 、 地 震 に 伴 い 容 易 に転 倒 、 落 下 等を し な いよ う 適 切 な対 策 （ 

 、 災 害 時 にお け る 避 難 場 所 、 避 難 経 路又 は 避 難 方 法等 を 確 認す る よ う 努め な け 
 窓 ガ ラ ス 等の 飛 散 を 防 止 す る た め の 対策 を 含 む 。） を 行 う よう 努 め な けれ ば な 

 れ ば な ら ない 。 
 ら な い 。 

２  市 民 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 そ の 他 の 自ら の 安 全 を 確保 す る ため に 必 要 な事 項 を 
 

 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い。 



 

 (1) 家 具 、 家 電 製 品 そ の 他 の 物品 等 につ い て 、 地 震に 伴 い 容易 に 転 倒 、落 下 等 
 

  を し な い よ う な 適 切 な 対 策 （窓 ガ ラス 等 の 飛 散 を防 止 す るた め の 対 策を 含 む 
 

  。）  
 

 (2) 暴 風 、 豪 雨 、 洪 水 、 崖 崩 れ、 高 潮等 に よ り 生 ずる 被 害 に備 え 、 気 象に 関 す 
 

  る 情 報 、 避 難 の た め の 措 置 の発 令 等に 応 じ て 行 動す る た めの 計 画 の 作成 
 

 （ 防 災 知 識 の 習 得 等 ） 

第 ９ 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略） 

                                     
３  市 民 は 、自 ら 居 住 す る 地 域 に お い て、 日 頃 か ら 、市 、 県 又は 関 係 機 関が 提 供 

                                     
 す る 防 災 に関 す る 情 報 を 活 用 し、 災 害が 発 生 す る おそ れ が ある 危 険 な 箇所 、 災 

                                     
 害 時 に お ける 避 難 場 所 、 避 難 経路 、 避難 方 法 そ の 他の 自 ら の安 全 を 確 保す る た 

                             
 め に 必 要 な事 項 を 確 認 し て お くよ う 努め な け れ ば なら な い 。 

 （ 自 主 避 難等 ） 

第 10 条  市 民は 、 災 害 時 に お い ては 、 自ら 防 災 に 関 する 情 報 の収 集 に 努 め、 避 難 

                                
 す べ き と 判断 し た と き は 、 速 やか に 、自 主 的 に 避 難す る      と とも に 、 
                          よ う努 め る 

 避 難 指 示 
     その 他 の 避 難 の た め の措 置 の発 令 等 が あ った と き は、 速 や か に、 こ れ 
 避 難 勧 告 

 に 応 じ て 行動 し な け れ ば な ら ない 。 

 （ 従 業 者 等の 安 全 確 保 等 ） 

第 11 条  （ 第１ 項 省 略 ） 

２  事 業 者 は、 事 業 者 自 ら の 負 担及 び 責任 に お い て 、事 業 所 その 他 の 施 設及 び 設 

 備 の 災 害 時に お け る 安 全 性 を 確保 す ると と も に 、 消火 、 救 出救 助 等 の ため の 資 

         そ の 他 の 災 害対 策 の 推 進 を 図 ら なけ れ ば 
 材 及 び 機 材の 整 備                   なら な い 。 
         に 努 め な け れば 

      、 事 業 活 動 を 行 う 地域 に おい て 、 日 頃 から 、 市 、県 又 は 関 係機 関 が 
３  事 業 者 は 
 

 提 供 す る 防 災 に 関 す る 情 報 を 活用 し 、災 害 が 発 生 する お そ れが あ る 危 険な 箇 所 
 

 、 災 害 時 に お け る 避 難 場 所 、 避難 経 路、 避 難 方 法 その 他 の 従業 者 等 の 安全 を 確 

                         周 知 し な け れ ば      
 保 す る た めに 必 要 な 事 項 を 確 認し 、 これ を 従 業 者 等に          
                         周 知 する よ う 努 めな け れ 

   
  な ら な い。 
 ば 

 （ 事 業 活 動 の 継 続 ） 



第 12 条  事 業者 は 、 災 害 時 に お いて 、 事業 活 動 を 中 断し な い よう 、 又 は 中断 し た 

                  事 業 活 動 を 継続 す る ため の 計 画 の策 定 そ 
 場 合 に お いて は 早 期 に 再 開 で きる よ う                    
 

 の 他 の 
    事 業活 動 を 継 続 す る 体 制の 整 備に 努 め な け れば な ら ない 。 
  

 （ 地 域 防 災拠 点 の 運 営 ） 

第 15 条  （ 第１ 項 省 略 ） 

                                、 感 染 症 
２  地 域 防 災拠 点 運 営 委 員 会 は 、 避 難 者の 安 全 及 び 安心 を 確 保す る た め      
 

 等 の 対 策 を 行 う ほ か 、 一 人 一 人の 人 権を 尊 重 し 
                      、 女性 、 乳 幼児 、 高 齢 者、 障 害 
 

 者 、 外 国 人 等 に 配 慮 し た 地 域 防災 拠 点の 運 営 に 努 めな け れ ばな ら な い 。 



７ 
「議第12号議案」の取り扱いに関する運営理事会協議結果 

 

項  目 協 議 結 果（令和４年２月15日運営理事会） 

１ 議 案 発 送 ２月15日（火） 

２ 上 程 日 ２月18日（金）の本会議 

３ 提案理由説明 簡潔に実施 

４ 質疑・討論 

通告に応じ実施 
※質疑通告締切･･･２月 16日（水）正午まで 

※討論通告締切･･･２月 17日（木）正午まで 

５ 委員会付託 

横浜市会会議規則第36条第３項 及び 市会運営委員会申し

合わせ・確認事項により、委員会付託を省略し、本会議で即

決 

 
 
参  考 

●横浜市会会議規則（抜粋） 

第36条 

３ 委員会が提出した議案については、前２項の規定にかかわらず、委員会に付託し

ない。ただし、市会の議決により付託することができる。 

●市会運営委員会申し合わせ・確認事項（抜粋） 

本 会 議  

５ 議員提出議案について 

(1) 常任・運営委員会における発議（請願・陳情に係るものを含む。）に係る審査

が終了したもの及び団長会議等の協議が終了したものは、委員会等の終了後、速

やかに提出することとし、その取扱いについては、原則として、本会議で即決とす

る。 
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